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はじめに 

私はキンレイドルジです。ブータンからまいりました。ブータンはヒマラヤ山中で、北のほうに

中国と南のほうにインドの大きなふたつの国の間にあります。 ブータンの面積は４６５０００

平方キロと人口は７０万です。  

日本語勉強 

はじめてで、日本語がわからないから、沢山困ったことがありました。けれど、日本語の勉強６

週間で沢山日本語を勉強して、ちょっとしゃべることができるようになりました。日本語の勉強

はとても難しかったです。日本語の先生たちはとても親切に教えてくれました。日本語を少し話

せるようになって、日本のどこへいっても、こまったことはありませんでした。それで、日本で

の生活はとても便利になりました。 

研修旅行 

愛媛県の南予： はじめての研修旅行は愛媛県のみなみほうへいきました。そこでにほんのむか

しのふるいものをたくさんみてきました。にほんのむらへいってむらのいろいろなものをみまし

た。えひめれきしはくぶつかんでいっていろいろふろいものをみました。 ナンレクこうえんで

たのしくあそびました。 

愛媛県の東予： 研修旅行の２ばんめは、愛媛県のひがしのほうへいきました。ひがしほうでは

たくさん工場があります。わたしたちはたくさんテクノロジーのべんきょうができました。たと

えば アサヒ ビール、タオル と かみの工場へいって、それぞれのつくりかたがわかました。

じてんしゃでしまなみおおはしをわたったときは とてもたのしかったです。 

関西と関東の旅行：３ばんの旅行は東京と京都へいきました。東京はとてもにぎやかでした。ラ

ッシュアワーに電車やバスにのったので、とてもたいへんだった。それもいいべんきょうでした。

東京ディズニーランドはおもしろかった。たくさんののりものにのって、いろいろなアトラクシ

ョンをみてあそびました。東京から京都へいったときしんかんせんにのれてうれしかったです。

京都のいろいろなじんじゃとおてらをたくさんみました。 

広島の旅行：さいごの研修旅行は広島の旅行でした。広島に７県から研修せいが集まって、じぶ

んの研修のはなしをしました。広島平和公園へいきました。原爆博物館をみました。MAZDA じ

どうしゃへもいきました。 

松山の旅行: 研修旅行のあいだに、私たちには、日本のぶんかとぎじゅつについて、りかいする

ため、毎月松山市内のぶんかとさんぎょうの重要な場所をおとずれました。テレビ愛媛、原子力

保安研修所、POM ジュース工場、ＦＡＺ、中央郵便局および視聴覚障害者福祉センターへの訪

問は、ぎじゅつをりかいするのにやくだちました。松山城、子規博物館および石手寺への訪問で、
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れきしとしゅうきょうをりかいできました。6 つの学校での小学生との交換プログラムでは、私

たちは、それぞれの国々のかんたんなせつめいをしました。私たちは日本のきょういくせいどの

きほんてきな考え方と 学校生活を知ることができました。 

愛媛の生活 

愛媛県の県庁しょざいち(松山)は、四国でいちばん大きなまちです。人口は 460,000です。日

本において最も古い道後温泉と有名な松山城のような歴史上の文化的資源があります。私たちの

アパートは松山市の中心にあります。松山のいろいろなところにいくには、自転車に乗っていけ

ます。アパートの設備は、料理用品から洗濯機にいたるまで備えられています。そして、アパー

トで暮すことは実際に快適でした。 

私が会った日本人はみんな、親切で、正直で、私を助けてくれて、勤勉です。私の日本の友達は

私の週末をいつも忙しくしてくれました。週末には友達と外出して、バレー・ボール、ボウリン

グ、玉突き、フットボール、ローンテニス、卓球、観光、温泉、スキー、子供と近くの公園であ

そんで、いつもたのしくすごしました。いつもそのあとディナーパーティーをしました。日本の

友達とのUSJ(ユニバーサル・スタジオ・ジャパン)大阪への個人の旅行は、とてもいんしょう

にのこっています。 

技術トレーニング 

祖国にもどると、私はコンピュータ・プログラマーとして保険会社で働きます。私はコンピュー

ターの分野での知識をひろげるためにここに来ました。私が日本でとった専攻科目は

ORACLE8iデータ・ベース管理者(DBA)です。 

日本語のレッスンは 2001年 7 月 31日におわりました。そして、私たちはそれぞれの研修先に

わりあてられました。2001 年 8 月 1日に、私は NECシステムテクノロジーのオフィスに加わ

り、私の技術面のトレーニングを始めました。私のトレーニングの間に、私は、日本語がじょう

ずでないことにもかかわらず仕事への関連するトピックをすべて学習しました。NEC システム

テクノロジーのスタッフはみんな親切で、私のレッスンがスムーズになるようにきづかってくれ

ました。 

最初の 4 か月の間、私は NECシステムテクノロジーの本社にいました。また、Kinugasa氏は

私のインストラクターでした。この期間に、私は下記を学習しました: 

1. 新しいコンピューター中のウインドウズ(OS)設置 

2. Oracle8i サーバー設置 

3. Oracle8i データ・ベースの管理 
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4. ASP(アクティブ・サーバー・ページ)プログラミング 

i． SQL  

ii． JavaScript 

iii． VBScript 

5. ネットワークの概念。 

6. インターネット情報サービス(IIS) 

7. IBM ホームページビルダの仕事をすること 

2001 年 12 月 1日からの NEC システムテクノロジーの第三システム部に移りました。第三シ

ステム部では、プロジェクトの 1つの仕事を任されました。私はこの会社の人員情報システム

(PIS)のアプリケーション開発をし、データーベースを管理しました。この PIS は NECシステ

ムテクノロジーの約 3500人のスタッフ情報をデータベースで管理します。これは私にとって

実際によい仕事でした。私が以前に学習した理論をすべてつかっており、仕事をすることで私の

知識を本当にひろげることができました。なぜなら、この仕事は私がブータンで大量のデータ・

ベースを管理して動かすものとほとんど同じだからです。 

研修期間に、私はトレーニングの一部として個人のホームページを開発しました、ウェブにトレ

ーニング・プログラムの情報を含んでいるからです。時間があれば、ここに示した URL を訪れ

てください。http://kinleydorji.tripod.com/KinleysPage.htm このページは英語で

かいてあります。 
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